
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２4年第４回（４月） 

 

農業委員会総会議事録 
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１．日時及び場所   平成２４年４月１０日（火） 

開 会１０時００分 閉 会１０時１７分 

 

２．開催場所     吉富フォーユー会館３階会議室 

 

３．出席委員 

委員の定数     １５名 

   出席委員数     １４名 

   欠席委員数      １名 

出席委員の氏名  

是木 輝義 

瀬口 勝美 

和才 直俊 

岡 万寿夫 

土屋 豊一 

守口 正典 

高原 孝幸 

奥家 信弘 

賀部 正直 

豊田 和義 

石丸 茂信 

 

恒成 一治 

若山 清敏 

是木 則幸 

 

 

欠席委員の氏名  矢頭 道雄 

 

４．付議事項 

 報告事項   農地法第３条の３第１項の規定による届出について 

１件 

その他 

    「農業委員会をめぐる情勢と課題」について（研修会報告） 

 

５．農業委員会事務局職員 

   事務局長  桝 秀治 

事務局職員 和才 薫 

 

６．会議の概要 

事務局   委員の皆さんおはようございます 

皆様には何かとお忙しい中、ご出席頂きましてありがとうございます。 

ただ今より平成２４年第 4 回農業委員会を開催いたします。本日は矢

頭委員から都合により欠席の連絡がきております、また、石丸委員に

ついては少し遅れる旨の連絡をいただいておりますので、１５名中１

３名の委員の出席となり総会は成立しています。開会に先立ちまして

是木会長よりご挨拶をお願いいたします。 

会 長   委員のみなさんおはようございます 

      やっと暖かくなってまいりました、桜も満開でありまして、また、

これからよくなると思います。本日はお忙しい中ご出席をいただきあ

りがとうございました。それでは、早速会議を始めさせていただきま
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す。まず、本日の議事録署名人に岡委員と土屋委員の２名を指名しま

す。本日は転用等の案件はございませんので、報告事項として「農地

法第３条の３第１項の規定による届出について」事務局より説明をお

願いいたします。 

事務局   この報告事項は、農地を相続により所有権取得した届出でございま

す。  （内容について読み上げて説明） 

以上で説明を終わります 

会 長   事務局から説明がありましたが、委員の皆さん何か質問等はござい

ませんか。 

       （質疑等なし） 

会 長   それでは次に、その他の項「農業委員会をめぐる情勢と課題」につ

いてですが、事務局より先般職員研修会に参加した内容の報告とのこ

とです。説明をお願いします。 

事務局   平成２４年３月２９日福岡で開催されました農業会議主催の職員研

修会に参加した時にいただいた資料より、農業委員会を取り巻く国の

動向や今後更なる取り組み依頼のあった件について、報告させていた

だきます。 

（資料を朗読により報告） 

会 長   今の説明で以前に比べると良くなったかなといった点もあるようで

ございます。たとえば、３条許可について他市町村との関連は前は県

知事許可だったのが町で行える点、うちは上毛町との関係が深いので

良くなったかなと思われます。まあ、それはそれとして今まで以上に

言葉は失礼ですが働けということでしょう。数年前から段々そういう

傾向になってきています。田を見に行った時には農地調査を行うなど

活動を充実していきましょうということでお願いします。他の委員さ

んで何かございませんか 

瀬口委員  資料の４番で県知事が行う許可が市町村に移譲とありますが、具体

的にはどうなるんですか。 

事務局   先程も説明しましたが、今まで３条申請については、町内者から町

内者の移動は町許可、町内者と町外者、例えば上毛町とか豊前市の人

との移動は県知事許可だったのが、全て町の農業委員会許可になった

ということです。ただ、事務局同士ではよその町の人がどれ位耕作し

ているのか、農機具をどれだけ持っているかなどの情報交換をする必

要がでてきます。 

会 長   耕作放棄地の問題はこれから大変と思います。どちらかといえば増

えていると思うし、あらゆる手を尽くしても増えると思われますが、

何とかしないといけないということでしょう。 

事務局   その会議の中でも、耕作放棄地問題について、資料の書きぶりだと

農業委員会の指導が出来ていないため増えたと読み取れもするんです

が、「違うでしょう、一番は国の今までの施策の問題でしょう。農業
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委員会の指導だけで解決できる問題ではない」との意見もだされてい

ました。 

会 長   何か補助金でも出してトラクターで耕運するなどのことも検討事項

でしょう。 

瀬口委員  それと、国は農地集積を行え行えといってきますが、本町の場合は

小作賃をほとんどが払わず無償で貸し借りしているので集積が少しは

できているけど、営農組織にすれば無償という訳には行かず、集積が

進まないことも考えられます。そこは政府はどう考えているんでしょ

うか。 

事務局   全国的にみると圃場整備率は９０％を超え殆どの農地は形の良い作

り安いとこだと思います。ですから作り手がいないなら担い手に２０

ｈａ位の集積が望ましいと考えているようですが、本町は殆ど圃場整

備も行っておらず、作りづらい小さな田が点在している状況で国の言

うとおりの集積は実情に合わず、国の施策を１００％本町に取り入れ

るのは確かに難しい面があると思います。 

会 長   他なにかありませんか、無ければ来月の日程について事務局お願い

します。 

 事務局   それでは、前回、年間計画を決めさせていただいたとおり、５月１

０日（木）１０：００からこの場所での開催を予定していますが皆様

ご都合はどうでしょうか。 

（異議なしの声） 

それではよろしくお願いします。 

会 長   これをもちまして委員会を終了いたします。皆様、お疲れ様でした。 

 

１０時１７分 閉会 


